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令和４年度総合教育会議

令和４年11月28日

市立札幌旭丘高等学校

未来の札幌を牽引する

グローバル人材育成に

向けた取組について

啓明中学校
の写真
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さっぽろの豊かな自然や社会、文化の中で、学び、生活した経験を持つ者が、

ふるさと札幌への思いを心にもち、伝統や文化を尊重しながら、

国際的な視野ももって、札幌をはじめ様々な地域や国で活躍する人

自立した札幌人

札幌市の教育が目指す人間像

未来に向かって 創造的に考え、 主体的に行動する人

心豊かで 自他を尊重し、 ともに高め合い、支え合う人

ふるさと札幌を心にもち、国際的な視野で学び続ける人

札幌市教育振興基本計画
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札幌市教育振興基本計画

施策１－３－２ 国際性を育む学習活動の推進

基本施策１－３ ふるさと札幌のよさを生かした、豊かな創造力を育む学習活動の推進

国際理解に関する体験的な活動の推進
日本の伝統・文化に触れたり、外国の人々と交流したりするなどの体験的な活動
を推進します。

英語専門教師による小学校の英語教育推進
体制の充実

各小学校において、英語専門教師が、英語教育に関する年間指導計画の作成や、
教材の整備、外国語指導助手（ALT）の活用、学習評価等をコーディネートします。

外国語指導助手（ALT）の活用
異文化を理解し協調する態度やコミュニケーション能力を育むため、外国語活動
及び外国語の授業における外国語指導助手（ALT）の活用を推進するとともに、
より効果的な活用について、工夫・改善を図ります。

オリンピック・パラリンピック教育の推進

オリンピック・パラリンピックの理念に基づき、子どものスポーツへの関心を高め
るとともに、多様な人々と共生する気持ちを育むため、オリンピアン・パラリンピ
アンの学校への派遣や、「札幌オリンピックミュージアム」などの施設の活用など
を通じてオリンピック・パラリンピック教育を推進します。

課題探究的な学習に係るモデル研究の推進
市立札幌開成中等教育学校における国際バカロレアのプログラム及びICTを活
用したモデル研究を推進し、その成果を全ての学校に普及・啓発します。
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札幌市学校教育の重点
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人間尊重の教育
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① 「啓明中学校のよさ」について伝え合おう（ペアワーク）

④ ③を発表し、良いアイデアに投票するなど、全体で共有。

② 「私たちの学校をよりよくするためのアイデア」を考えよう。

（グループワーク）

③ ②の内容を踏まえ、１人１台端末を活用して、グループで

伝え合ったアイデアをJamboard（クラウド上のホワイト

ボード）等に書き込む。

視察① 啓明中学校
■ クラス ３年２組
■ 授業名 英語
■ 単元名 Learning CIVICS in English（英語で公民を学ぶ）

授
業
の
流
れ
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IBの主な教育プログラムについて

◆ミドル・イヤーズ・プログラム(MYP)
⇒11～16歳を対象とした5年間のプログラム。
主に中学校で導入。日本語で実施可能。

◆ディプロマ・プログラム(DP)
⇒16～19歳を対象とした2年間のプログラム。
主に高校で導入。
・原則として、英語、フランス語又はスペイン語で実施。
一部の科目において、日本語で実施（日本語ＤＰ）が可能。

・所定のカリキュラムを２年間履修し、最終試験を経て所定
の成績を収めると、国際的に認められる大学入学資格
（国際バカロレア資格）が取得可能。

【参考】開成中等教育学校における国際バカロレアの活用

▶国際バカロレア（IB）とは、国際バカロレア機構（本部ジュネーブ）が提供する国際的な教育プログラム。

▶探究型の特色的なカリキュラム、双方向・協働型授業により、グローバル化に対応した素養・能力を育成する国際的な教育プログラム。

▶世界160以上の国・地域の5,500校以上（2022年10月現在）、日本では184校が実施。 （2022年9月現在）

国際バカロレア（IB）とは

IBの使命（教育理念）

多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する、探究心、知識、思いやりに富んだ若者の育成

ディプロマ・プログラムの特徴的な必修科目

課題論文
（EE：Extended 
Essay）

生徒が関心のある研究分野について個人研究に取り組み、
研究成果を4,000語（日本語の場合は8,000字）の論文
にまとめる。

知の理論
（TOK：Theory of
Knowledge）

「知識の本質」について考え、「知識に関する主張」を分析し、
知識の構築に関する問いを探求する。批判的思考を培い、
生徒が自分なりのものの見方や、他人との違いを自覚でき
るよう促す。

創造性・活動・奉仕
（CAS：Creativity/
Activity/Service）

創造的思考を伴う芸術などの活動、身体的活動、無報酬で
の自発的な交流活動といった体験的な学習に取り組む。
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【参考】開成中等教育学校における国際バカロレアの活用

▶開成中等教育学校の教育理念とIBの教育理念が一致していることなどから、開成中等

教育学校へのIB導入を決定。

▶2017年（H29）3月にMYP認定、2018年(H30)9月にDP認定。

▶１～４年生の全生徒を対象にMYP、5～６年生の希望者にDPを実施。

▶DPを選択しない５～６年生には、 １～４年までのMYPのエッセンスを引き継いだ独自

の教育課程「IP（Inquiry Program）」を実施。

▶DPの授業等を英語により実施するため、ネイティブ教員を10名配置。

▶これまでDP卒業生は2期21人。うち５名が海外の大学に進学。

◆DP生徒数

４期生 Ｒ２卒業 １１人

５期生 Ｒ３卒業 １０人

６期生 現６年 ７人

７期生 現５年 １１人

８期生 現４年 １６人※

※R4.10現在希望者数

◆海外大学進学先

メルボルン大学（豪）［世界ランク33位］

サセックス大学（英）［世界ランク151位］

Emerson College（米）

中原大學（台湾）

North Central College（米）

開成中等教育学校の教育理念

「6年間の連続した学びを生かして、

札幌で学んだというアイデンティティ

を持ち、将来の札幌や日本を支え国際

社会で活躍する知・徳・体のバランス

のとれた『自立した札幌人』の育成」

開成中等教育学校におけるIB活用状況
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札幌市立高校教育改革方針

視察② 旭丘高校

●新たな専門学科・コースの設置
理数教育を主とする専門学科や多くの科目に探究的な学習を取り入れる専門コースなど、生徒の多様なニーズに対応するとともに、科学技術系人材や

グローバル人材の育成など、これからの社会で求められる資質や能力を伸ばす専門学科や専門コースの新設を検討。

育てたい生徒像

＜科学者・技術者を志す生徒＞
未知の世界を開拓する気概と知的好奇
心をもって探究し続ける生徒
＜先端IT人材を志す生徒＞
データのもつ本質的構造を理解し、地
域社会と世界の新しい未来を築く生徒
＜次世代リーダーを志す生徒＞
数量的なデータを科学的な手法で扱い、
建設的議論や発信ができる生徒

教育理念

Society 5.0に新たに求められる資

質・能力として、「気付く力」「思考する

力」「発信する力」の育成を目標として、

理数分野を中心とした幅広い教養

（STEAM教育）と情報活用能力（デー

タサイエンス）を併せ持つ人材の育成を

目指すことを教育理念とします。

学科の特徴

データサイエンスを学習のエンジンとし

て、自然科学（物理・化学・生物・地学・

数学）の手法で、Society 5.0に学問・

産業・社会的課題（ＳＤＧｓ）に貢献する

人材の育成を目指す理数系を中心とし

た学科（理数と情報に関するその他専

門学科）

令和4年4月 旭丘高校数理データサイエンス科 開設

北海道大学との連携によるデータサイエンス教育の充実
データサイエンス教育アドバイザーの委嘱・データサイエンススキルセットの作成・博士人材の教員採用

データサイエンス：データを収集・分析して、そこから価値を見出す学問
デジタル社会の基礎知識（いわゆる「読み・書き・そろばん」的な素養）（内閣府AI戦略2019）
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視察② 旭丘高校
10

▶市立高校教員を対象としたセミナー開催
▶新学科のカリキュラム構築に向けた助言・指導
▶これまでのアドバイザー
R2 長谷山 美紀 北海道大学 副学長

大学院情報科学研究院 教授 研究院長
R3 阿部 真育 北海道大学数理・データサイエンス教育

研究センター 特任准教授（当時）
R4 行木 孝夫 北海道大学大学院理学研究院

数学部門 教授
大学院教育推進機構・高等教育
研修センター・DX教育連携部門 部門長

データサイエンス教育アドバイザーの委嘱

▶北海道大学、東京大学、京都大学等の数理・デー

タサイエンス教育拠点校により形成される「数理・

データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシア

ム」が、データサイエンス教育の強化・充実を推進

する大学向けに策定している「データサイエンスス

キルセット」を基に、旭丘高校において育成したい

データサイエンススキルを独自に70項目設定。

スキルセットの作成

▶令和４年4月の新学科開設に合わせ、

北海道大学の博士人材を旭丘高校教

員として派遣。

▶課題探究的な学習等へのデータサイ

エンスの活用を促進し、博士人材の高

度な知見の活用を図る。

博士人材の活用

北大研究員、札旭丘高教壇に
「データサイエンス」など授業
（北海道新聞電子版 2022.8.27）

スキル・育てたい力

対応する教科

北海道大学との連携
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理数の専門的な授業

▶データサイエンス、IT、AIを活用した先端分野で、

自然科学、環境問題、社会課題について現場体験。

▶今後は市立大学、ニトリ等と連携した講座を予定。

学校を飛び出した学び
「サイエンスアカデミー」

視察② 旭丘高校

スマート農業を体感しよう！
（ロボット、AI、データサイエンスのよる技術革新）

ゲームをつくろう
（ゲームづくりの行程・スキル）

数理データサイエンス科の学び

▶理数数学は“数学Ⅰ･A、Ⅱ･B、Ⅲ･C”が横断的に含まれた内容。

▶理数理科は、探究的・発展的な内容、実験・演示を多く取り入れた内容。
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SDS
(サンライズデータサイエンス)

▶オープンデータを題材に、情報収集・分析・
考察・発表を通してデータサイエンスの基
礎を学んでいく科目
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視察② 旭丘高校

1年8組 テーマ

札幌のごみ排出量は減っているのか

ホームゲームと勝率（野球）

日ハムの歴史とこれから

米・パン・麺、みんなの主食は何？

各都市の温暖化比較

初雪予測

旭丘生の運動能力を分析する

北海道の梅雨

ホームゲームと勝率の関係を知る

人口増加の自治体

2023年の桜の開花日の予測

■ クラス 1年８組
■ 授業名 学校設定科目「SDS（Sunrise Data Science）基礎」
■ 単元名 さっぽろ探究

札幌市のオープンデータなどを題材として、データサイエンスの基本的な知識・技能を用いて、収集・分析・考
察・発表する過程を通して、「気付く力」「思考する力」「発信する力」を育成する。

【7月下旬】テーマ決め・班決め 【8月中旬】研究計画発表

気象・環境・人口問題・経済・スポーツの15
個のモデルテーマから関心のあるテーマに
集まって班づくり。

「発表準備」が夏休みの課題。グーグルスラ
イドの共有により資料を作成することで、
夏休み中でも全員が自宅から編集できます。

【視察当日】発表用ポスターづくり

データサイエンス教育
アドバイザーの北海
道大学行木教授から
アドバイスをいただき
ながら、研究を進め
ます。

夏休み中に作成した資料を基に、各グ
ループが探究テーマについて発表。

ポスターセッション（発表資料を掲

示して対面で発表し、質疑応答を行

う）に向けて、探究テーマに関連す

るデータを収集・分析・考察した内

容をポスターにまとめます。

また、同時に発表準備を行います。
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【12/14】ポスターセッション

【年度末】外部大会で成果発表


